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１. はじめに 

将来の市区町村人口の推計値は，社会基盤整備やエネルギー利用，災害リスク等を評価する際の重要な基礎情報

である．本研究では，環境統合評価モデリングの分野で利用されている Shared Socio-economic Pathways（以下，

SSPs）1)2)に沿った市区町村別の将来人口を推計するための基本的枠組みを提案し，実際に 2050 年の市区町村人口

の推計を行う．SSPs は元来，地球温暖化問題を考える上で必要となる将来の社会経済シナリオを叙述したものであ

り，市区町村の将来人口推計に活用するためには，推計手法に留意しつつ，シナリオと整合的にパラメータを設定

する必要がある．本研究では，人口推計手法としてプールモデルを活用するとともに，SSPs に応じたパラメータの

設定方法を提案し，実際のデータを用いて人口推計を行う． 

２. 本研究の基本的な枠組み 

(1) 将来の人口推計手法 

小地域人口の適切な推計方法は，データの制約及び対象とする推計空間単位に依存する．本研究では，2015 年国

勢調査において公開されている，男女別，5 歳年齢区分別の市区町村間転出入者数を用いて，コホート要因法によ

り市区町村別の将来人口を推計する． 

地域人口の推計方法は，地域間人口移動の仮定に応じて単一地域モデルと多地域モデルに大別される．そのうち，

代表的な単一地域モデルである純移動率モデルは，当該人口に占める転入者数の割合に関する解釈ができず，また

転出者と転入者の総数が一致しない，という課題が指摘されている 4)．そこで，本研究では多地域モデルの中から，

プールモデルを用いて市区町村別の人口推計を行う．都道府県を対象としてプールモデルの推計精度が高いことを

示したものとして文献 4)が挙げられる。  

プールモデルによる人口動態は，小池 4)を参考に 

𝑃ሺ𝑡  5ሻ ൌ 𝑃ሺ𝑡ሻ ൈ 𝑠ሺ𝑡ሻ௫௫௫ାହ െ 𝑂ሺ𝑡ሻ  𝑃𝑜𝑜𝑙ሺ𝑡ሻ௫ ൈ௫ 𝑑ሺ𝑡ሻ௫  𝑚ሺ𝑡ሻ௫     (1a) 

𝑂ሺ𝑡ሻ௫ ൌ 𝑃ሺ𝑡ሻ ൈ 𝑜ሺ𝑡ሻ௫௫                        (1b) 

𝑃𝑜𝑜𝑙ሺ𝑡ሻ ൌ௫ 𝛴 𝑂ሺ𝑡ሻ௫                           (1c) 

によって表される．なお， 𝑃ሺ𝑡ሻ௫ は時点𝑡の市区町村𝑖の𝑥~𝑥  4歳人口， 𝑠ሺ𝑡ሻ௫ はその生残率， 𝑂ሺ𝑡ሻ௫ は転出者数，

 𝑃𝑜𝑜𝑙ሺ𝑡ሻ௫ は時点𝑡の𝑥~𝑥  5歳人口の総転出者数（総転入者数）， 𝑚ሺ𝑡ሻ௫ は純移民数を表す。市区町村𝑖の𝑥~𝑥  4

歳人口の転出率 𝑜ሺ2015ሻ௫ 、年齢区分別配分率 𝑑ሺ2015ሻ௫ は，2015 年国勢調査データより計算される． 

(2) SSPs に応じたプールモデルの想定 

SSPs では，地球温暖化に対する緩和策と適応策の困難性を軸として，SSP1～5 までの 5つの叙述シナリオが示さ

れており，SSP1 は持続可能（Sustainability）, SSP2 は中庸（Middle of the Road），SSP3 は地域分断（Regional Rivalry）, 

SSP4 は格差（Inequality）, SSP5 は化石燃料依存発展（Fossil-fueled Development）と概略が表現される．各シナリオ

は文献 1)2)で詳細に叙述されており，温暖化対策等の議論の背景情報として広く共有して活用されているため，我

が国の将来人口や社会シナリオを検討する上でも有用な参照点となる．そこで本研究では SSPs のシナリオと整合

的な形で市区町村別の人口推計を行う．出生・死亡率，純移民数は公開されている諸元を用いる 3)．一方，転出率，

転入率は，2015 年国勢調査における各市区町村の転出入率実績をもとに表-1 のように仮定した．SSP1 はコンパク 
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トシティが実現される都市像であり，SSP3 は地域分断が進み，住民の転出が鈍化する状況を想定した．SSP4 は地域

間格差の広がりにより東京都市圏への転入率が増加する状況，SSP5 はさらに東京都市圏への一極集中が進む状況を

想定した．SSP2 は国勢調査から得られる現状の傾向が維持される。 

なお，シナリオ𝑠の転出率，転入率のマークアップ率を𝛼௦， 𝛽௦とする．このとき，転出率はሺ1  𝛼௦ሻ 𝑜ሺtሻ௫ , 転入

率は，増加する市区町村はሺ1  𝛽௦ሻ 𝑑ሺtሻ௫ ，減少する市区町村はሺ1 െ 𝛽௦ሻ𝑍ି
ାと表される．なお，𝑍ି

ା ൌ ∑ 𝑑∈శ ∑ 𝑑∈ష⁄

であり，𝐴ାは転入率が増加，𝐴ିは減少する市区町村の集合を表す．このとき，全ての市区町村の転入率の総和は 1

を維持する．以下では，表-1 に従い，そのマークアップ率は 0.2 として推計した． 

３. 計算結果及び今後の課題 

 図-1 に将来人口の推移過程の推計結果を示す．なお，参考として国立社会保障・人口問題研究所が公開している

出生率，死亡率，純移民者数を用いた純移動率固定モデルとプールモデルの推計結果もあわせて掲載している．ど

のシナリオも人口減少は避けられないが，SSP3 と SSP5 では 2050 年時点で 2千万人以上の開きがあり，出生率，死

亡率，移民数の違いが総人口の推移に大きな影響を及ぼすことが分かる．また，図-2 に SSPs の 2015 年人口を基

準とした 2050 年人口の比率を表す．最も総人口減少幅の小さい SSP5 においても，都市部の市区町村を除くと，人

口減少幅の大きい市区町村が多く見られる． 

こうした基礎情報を様々な社会経済シナリオにおける災害リスク評価等の検討に活用していくことが今後の課題

となる． 
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a) SSP1                b)SSP2              c)SSP3               d)SSP4              e)SSP5 

図-2 2015 年人口を基準とした 2050 年人口比率 

 
図-1 プールモデルによる SSPs 毎の将来人口推計 

表-1 SSPs における市区町村別転出/転入率の想定 

SSP element SSP1 SSP2 SSP3 SSP4 SSP5 
出生率 中 中 低 低 高 

死亡率 低 中 高 中 低 
移民 中 中 低 中 高 

都市化程度 中 中 低 中 高 
総人口 + 0 -- - ++ 

市町村分類 
転 
出 
率 

転 
入 
率 

転 
出 
率 

転 
入 
率 

転 
出 
率 

転 
入 
率 

転 
出 
率 

転 
入 
率 

転 
出 
率 

転 
入 
率 

政令指定都市 0 + 0 0 － 0 0 － 0 － 

核都市 0 + 0 0 － 0 0 － + － 

東京都市圏 0 － 0 0 － 0 0 + 0 + 

それ以外 0 － 0 0 － 0 0 － + － 
注 1）出生率，死亡率，移民数の想定は Samir KC et.al. (2017)に
よる 
注 2）市町村分類及び転出率，転入率の想定は筆者らによる 
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